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この度シーメンス社製 64

列ＣＴ装置を導入いたしまし

た。最新技術の搭載により、

従来機に比べて格段に性能が

向上しています。 

撮影スピードが向上し、例え

ば胸からお腹にかけての検査で

は、３０秒かかっていた撮影時

の息止めが、７秒程度に短縮さ

れ、ご高齢の方や体調のすぐれ

ない患者さまにも安心して検査を受けていただけます。呼吸の影響や動きのあ

る臓器に対しても、従来より鮮明な画像が提供できます。 

特筆すべき特長は、「低被ばく」です。近年、放射線被ばくによる健康への影

響を心配される患者さまが多く見受けられます。今回導入した装置は、患者様

の体型に合わせて自動的に最適な条件を設定するなど、安心して検査を受けて

いただける最新技術を搭載しています。      

従来の装置と比較すると 30～60％少ない被

ばく量で撮影をおこなっています。当装置は被

ばく低減が図られている装置ですが、エックス

線による被ばくを避けることはできません。当

院では常に患者さまの被ばくを意識しながら、

最適な画像を必要最小限のＸ線量で撮影できる

ように努めております。 

 

 

 

入院中の患者さまに少しでも季節を感じていただきたいと

の想いで、毎月 2回程度、旬の食材をとり入れた行事食や季

節食を提供しています。 

７月は「七夕ちらし・うなぎちらし」をお出ししました。

患者さまからは、「美味しい！」、「病院でうなぎが出てくるな

んて！」など、うれしい声をたくさんちょうだいしました。 

これからも喜んでいただけるよう、工夫を凝らし、気持ち

を添えた食事を提供してまいります。 
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